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政府におかれては、今夏の電力需給に関して需給検証委員会の報告書に

基づいて、「電力需給に関する検討会合／エネルギー・環境会議」決定に

よる「今夏の電力需給対策について」を精力的に取りまとめられたところ。 
 
今夏の需給を猛暑と想定し最大の需要を見込む一方で、供給については、

他電力会社からの融通や揚水・一般水力発電については、積み増しの余地

を残す供給力の想定になっております。 
 
保守的需給見込においては、節電目標、関西電力 15％、九州電力 10％

等と設定された。この目標を達成する為には、節電に前向き・積極的に取

り組んでいただけるであろう、国民各界・各層の協力を得なければならな

い。この取り組みは、福島第１原子力発電所事故を教訓として、この国の

電力・エネルギー消費構造を変えていく、国民と共になしとげる大いなる

チャレンジであると考える。 
 
政府においては、「電力需給に関する検討会合」が閣僚により設置され

ているが、この会合は文字通り需給を検討する会合であり、決定された節

電目標を達成するための本部ではない。 
 
「政府として決定した節電目標」を達成する為には、被災地、高齢者、

病院等に配慮しつつ、電力消費主体毎に肌理細やかな、そして具体的な節

電目標を立案しその達成を図る必要がある、と考える。 
 
私達としては、政府を挙げてこのチャレンジを成功させる為に総理を長

とする「節電対策本部」の設置をお願いするものであります。 
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